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教職大学院における学級経営に関する研究動向
― よりよい人間関係を育む学級経営 ―

杉本　任士＊1・小田　将之＊2

概　要

　本研究は、インターネット上に公開されている教職大学院における学級経営に関する論文を収集・
整理し、学級経営に関する研究の動向とその課題を抽出することによって、今後の学級経営に関する
研究の方向性を探っていくことを目的とした。教職大学院における学級経営に関する研究は、年々増
加傾向を示しており、幅広い領域で行われていた。とりわけ「授業」、「生徒指導」、「学級活動」に関
する研究が充実していた。平成29（2017）年に告示された学習指導要領が掲げる「学びに向かう力・
人間力等」を育成する基盤となる学級経営を具現化するためには、PBIS（Positive Behavior 
Interventions and Supports）、SEL（Social and Emotional Learning）、ピア・サポート（Peer 
Support）、協同学習等の研究が更に進み、これら4つを柱とした学級経営プログラムの充実が望まれ
ることが示唆された。

１　問題と目的

　中央教育審議会答申（平成28（2016）年12月21日）によると、小・中学校における学級や高等学校
におけるホームルームは、子供たちの学習や生活の基盤となるものであり、日々の生活を共にする基
礎的な集団であるため、小・中・高等学校を通じた学級経営の充実を図り、子供の学習活動や生活と
しての学級を豊かにしていくことが重要だと述べている（文部科学省，2016）。これを受け、平成29
（2016）年に告示された学習指導要領の総則では、これまで小学校においてのみ学級経営の充実が位
置づけられていたが、中学校と高等学校においても新たに学級経営の充実が位置づけられることに
なった（文部科学省，2017a；文部科学省，2017b；文部科学省，2017c）。その背景には、いじめや不
登校の問題があると考えられる。小学校学習指導要領（平成29年告示）解説特別活動編（文部科学省，
2017b）では、教師は、個々の児童についての理解を深め、教師と児童、児童相互の信頼関係を育む
ことによって学級経営の充実を図り、その際にいじめの未然防止等を含めた生徒指導との関連を図る
ことを求めている。
　また同答申では、これからの教師に求められる資質・能力として学級経営や児童生徒理解をあげ
ている（文部科学省，2016）。しかしながら、学級経営の重要性は広く認識されているが、どのよう
に学級経営を行ったらよいか分からない、学級経営がうまくいかないと悩みを抱えている教師も多い
（阿部，2018）。それにもかかわらず、大学の教職に関するカリキュラムでは学級経営に関する授業
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が必修ではないため、充実した的確な担任のための教育が行われていない可能性がある（石川，
2016）。
　石川（2016）によれば、学級経営をタイトルに含む査読論文は、2005年から2014年の間で僅か6論
文と非常に少なく、そうしたことが学級経営の理論が体系化されない一つの要因であると指摘してい
る。また、河村（2010）によれば、1990年から2008年までの間で、学級集団の発達に関する実証研究
や、学級集団が個々の児童生徒に与える影響についての実証研究はとても少なくなってきている。学
級経営に関する学術的な研究が進まない要因に関して、藤森（2014）は藤川（2012）の指摘を以下の
4点に要約した。１）学級経営の営みが大概１年スパンなので、学校外の研究者としては研究しづら
い、２）大学における教員養成課程において学級経営が明示化されていない、３）学級経営が独立し
た研究領域として確立していない、４）日本の学校の学級経営は日本の学校文化特有のものであり、
国際的な学術研究として取り組まれづらい。
　教職大学院では、共通に開設すべき授業科目の領域として学級経営、学校経営に関する領域があげ
られており、学級経営、学校経営に関する授業が必修となっている。また、教職大学院では、理論と
実践の往還を目指しており、学部新卒の院生は実習先の学校で自己の課題の検証を行い、現職の院生
は自分の勤務する学校で自己の課題の検証を行っている。こうした状況の中、これまで実施が難し
かった学級経営に関する研究が、教職大学院を中心に近年増加傾向にある。そこで本稿では、イン
ターネット上に公開されている教職大学院における学級経営に関する論文を収集・整理し、学級経営
に関する研究の動向を捉え、その課題を抽出することによって、今後の学級経営に関する研究の方向
性を探っていく。

２　方　法

　CiNii（国立情報学研究所による論文情報ナビゲータ　https://ci.nii.ac.jp/）のフリーワード検索を
用いて論文を収集した。検索に用いたキーワードは「学級」と「教職大学院」であった。検索日は、
2018年8月20日であった。検索結果に表示された全てのコンテンツを対象に分析を行った。本研究は、
教職大学院での学級経営に関する動向を調査することを目的としているため、学会誌に掲載されてい
る査読論文や大学・大学院が発行する紀要論文だけではなく、学会の発表論集や大学の年報、商業誌
に掲載されたもの全てを分析の対象とした。なお本稿では、これら全てのコンテンツを「論文」とし
て取り扱うことにした。
　検索した結果をもとに、第1著者と第2著者によって、論文のタイトルや抄録からキーワードを抽
出し、抽出したキーワードをもとに論文のカテゴリーを決定した。そして、決定したカテゴリーごと
に論文の内容に基づき分類を行った。
　我が国の学校教育において、「授業」と「生徒指導」は学級経営の中核を担うものである（河村，
2010）。また、特別活動における学級活動によって学級経営の充実が図られることが求められている
（文部科学省，2016）。このことから、「授業」、「生徒指導」、「学級活動」の3つのカテゴリーについ
ては、下位項目を設定し考察を行うことにした。
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３　結果と考察

3-1�　教職大学院における学級経営に関
する論文数と年度による変化

　CiNiiのフリーワード検索で「学級」
と「教職大学院」と入力して検索した
結果、2009年から2018年までの論文が
152件ヒットした。学級経営に関する論
文の年度別変化を図1に示した。この
結果から、教職大学院における学級経
営に関する論文が増加傾向にあること
がわかる。全国的に教職大学院の設置
が進んだことも、論文数の増加の一つ
の要因として考えられる。

3-2　カテゴリー別論文数とその割合
　表1にカテゴリー別の論文数とその割合を示した。第1著者と第2著者が検討した結果、18のカテ
ゴリーに分類された。鴨下（2011）の論文は、タイトルの中に「学級通信」と「キャリア教育」の2
つのキーワードが存在したため、論文の内容を検討し上で「学級経営」と「キャリア教育」の両方の
内容が同程度取り上げられていると判断し、両方のカテゴリーに入れることにした。その結果、論文
の総数は153本となった。

図１　教職大学院における学級経営に関する論文の年度別変化

表１　カテゴリー別論文数とその割合

　河村（2010）によれば、我が国では、学級集団育成、学習指導、生徒指導や進路指導、教育相談な
ど、学級集団の形成・維持と、学級の子供たちに関する全ての指導・援助を総称して学級経営という
言葉が用いられている。河村（2010）の指摘は、カテゴリーに分類した結果（表1）とほぼ一致して
いた。最も多かったのは授業に関する論文の35本（22.9%）で、次に多かったのが生徒指導に関する
論文の19本（12.4%）であった。日本の教師は、伝統的に学習指導（インストラクション）と生徒指
導（ガイダンス）の両方を担っている（河村，2010）ことから、教職大学院においても授業と生徒指
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導に対する関心が高いと考えられる。3番目に多かったのは、教職大学院の授業や演習に関する論文
と特別支援教育に関する論文で18本（11.8%）であった。5番目に多かったのが、学級活動に関する
論文で17本（11.1%）であった。

3-3　授業に関する論文
　授業に関する論文のカテゴリーの下
位項目について検討した結果を表2に
示した。この中で、授業を通してより
よい人間関係づくりを目的とした研究
として、国語科では荒木（2014）、体育
科では西崎（2013）、那須（2017）、石
井（2018）、巽（2018）、社会科では飯
田（2017）、図画工作では佐藤（2014）、
家庭科では佐々木（2015）があげられる。
小木曽（2015）の研究は、学級の支持
的風土を土台にした算数的表現を育む
授業に関する研究であった。道徳の授
業に関しては、鈴木（2017）や猪飼（2016）
の研究が、道徳の授業を通してよりよ
い人間関係の形成や学級づくりをめざ
したものであった。
　教科の特性よりも授業方法を研究
テーマの中心としたもので、子供たちのよりよい人間関係の形成に着目した研究として次のものがあ
げられる。村山（2013）、内田（2016）、内田・西山・納富（2015）は、ユニバーサルデザインの視点
から授業改善を行い、学級全体の学力や学習意欲の向上を目指した。半田（2012）と堀部（2011）は、
言語活動の充実の視点から、朝の会などでのスピーチと国語科における言語活動を連動させた学級・
授業づくりの開発を行った。伊藤（2010）は、小学校5年生（31名）を対象に国語科の授業において
グループ学習の工夫によって、学級内での人間関係が改善するか検討した。黒田（2014）は、連携協
力校での実習においてポートフォリオによる自己理解の実践を行い、自己肯定感を高める学級・授業
づくりに関する検討を行った。富田・近藤・廣瀬・森（2018）は、小学校5年生（約25名）を対象に、
内的対話を促す３つの要素（協働学習への動機付け、相手意識の醸成、学習形態の工夫）を取り入れ
た授業を実践し、そのことによって学力と所属感が向上するか検証した。

3-4　生徒指導に関する論文
　生徒指導に関する論文のカテゴリーの下位項目について検討した結果を表3に示した。社会的スキ
ルに関する論文は5本（26.3%）であった。対象となったスキルは、あいさつ・頼み方・もめごと解
決スキル（池島・吉村，2013）、ほめ言葉・気持ちのよいあいさつ・上手な聞き方・友達とゲームを
楽しむ・グループで話し合って問題を解決するスキル（四本，2013）、対人関係スキル（黒水，
2016）であった。三木（2012）は、特別支援学級において、生活に生かせるスキルを伸ばすための具
体的な授業の進め方を実践的に検証した。藤田（2015）は、横浜市（2010）を参考に、学級活動や体

表２　授業に関する論文
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育科の授業において、社会的スキル
トレーニングの中の仲間づくりのプ
ログラムを実施した。その結果、人
間関係形成能力の育成のためには、
積極的に仲間づくりプログラムなど
の社会的スキルトレーニングのプロ
グラムを授業等へ導入することが望
まれることが示唆された。石井
（2018）は、連携協力校の6年生1
学級（25名）に対して、学級活動と
体育科の授業で、社会的スキルトレーニングを実施した。その結果、学んだスキルを活かしてトラブ
ルを回避するなどの成果が確認された。
　田代（2013）は、小学校4年生（28名）に対して、支えあう集団を目指したピア・サポートプログ
ラム（Peer Support Program）の取組を行った。ピア・サポート（Peer Support）とは、仲間同士
が支え助け合う ｢事実｣ のことである。この ｢事実｣ を意図的につくり出すためのプログラム型介入
のことをピア・サポートプログラムという。田代（2013）は、実態把握と計画立案を行った後、トレー
ニングを3回、その間にプランニングを2回行った。そして、ドッジボール大会の実践から、児童は、
相手の立場に立って考え、自主的に行動することができるようになったと結論づけた。
　香美（2015）は、高等学校で個別指導が必要な生徒に対して、SFA（Solution Focused Approach：
解決志向アプローチ）によって自己指導能力を高める取組を行った。その結果、生徒が自分自身を見
つめ、自己理解しようとし、自分が抱える問題や悩みを解決し、自己実現を目指そうとする意欲が見
られるようになったと報告している。川上（2013）は、中学校において、修学旅行の取組、地域の公
民館行事への参加、進路学習の実践を通して、自己有用感を高め、学校生活の充実への意欲を高める
実践を行った。その結果、教師が生徒の自己有用感を高めるように接することが、学年学級経営や生
徒指導において非常に有効であることが示唆された。

3-4-1　SEL-8S（Social and Emotion Learning of 8Abilities at School）に関する論文
　SEL-8Sに関する論文は5本（26.3%）であった。SEL（Social and Emotional Learning）とは社会
性と情動の学習と訳される心理教育プログラムの総称である。SELは、「自己の捉え方と他者との関
わり方を基礎として、社会性（対人関係）に関するスキル、態度、価値観を身に着ける学習」と定義
されている（小泉，2011，p.15）。そして、8つの社会的能力（①自己への気付き、②他者への気付き、
③自己のコントロール、④対人関係、⑤責任ある意志決定、⑥生活上の問題防止のスキル、⑦人生の
重要事態に対応する能力、⑧積極的・貢献的な奉仕活動）の向上を目的とした学習プログラムのこと
をSEL-8S（Social and Emotion Learning of 8Abilities at School）という（小泉，2011，pp.18-21）。
　黒水・高松（2015）は、児童の豊かな社会力（門脇，1999）を育てるために対人スキルアップ学習
を行い、その効果の検証を行った。第1研究では、公立小学校5年生（30名）を対象に対人スキル学
習を行い、その結果、SEL-8Sの8つの社会的能力の向上と社会力の向上の関連が示唆された。第2研
究では、公立小学校の5年生2学級（61名）をそれぞれ実践学級と統制学級とし、対人スキルアップ
学習で核となるプログラムとスキル定着のためのショートプログラムを実施し、その効果について検
証した。その結果、実験学級と統制学級で有意な差は見られなかったが、児童の感想から自己理解や

表３　生徒指導に関する論文
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他者理解の深まりが読み取れ、継続して実践していくことによって更なる変容の可能性が期待された。
　井本・小泉（2015）は、公立中学校の1年生（242名）を対象にSEL-8Sを実施した。その結果、社
会性の自己評定で低群であった生徒の得点が上昇した。三渕（2015）は、小学校4校、中学校1校で
SEL-8Sをベースにした人間関係づくりの学習を実施した。その結果、SEL-8Sをベースにした人間関
係づくりの学習は、予防的生徒指導として効果がある可能性が示唆された。
　大和・小泉（2015）は、公立小学校5年生（実験学級1学級、統制学級1学級）を対象に、児童の
学校適応を促すための方策としてSEL-8Sを導入したが、実験学級と統制学級で小学生用SEL-8S自己
評価尺度と学校環境適応感尺度（ASSESS）の結果に有意な差は見られなかった。しかし、実験学級
の保護者アンケートの結果から、人間関係づくりの学習への理解が高まり、家庭での実践への意欲が
見られるという傾向が示された。
　井本（2016）は、生徒一人一人の対人関係能力と学級適応感を高めるためにSEL-8Sを実施した。
研究Ⅰでは、中学校１年生（242名）を対象にSEL-8Sを実施した。研究Ⅱでは、全学年の生徒（1年
生247名、2年生243名、3年生237名）を対象にSEL-8Sを実施した。生徒評定の結果から、3年生に
おいてのみSEL-8Sプログラムの実践効果が実証された。また、教師評定の結果から、3年生の基礎
的社会的能力・応用的社会的能力と2年生の低・中群の応用的社会的能力に効果が見られた。井本
（2016）は自身の研究の成果から、SEL-8Sプログラムの実践の効果を高めるためには、１）SEL-8S
を教育課程に位置づけること、２）計画実施のマネジメント、３）教師の日常の教育活動につなぐ意
識と価値づけ、４）継続的にスキルの強化を図るための「スキル再強化期間」を位置づけること、が
重要であることを示唆した。

3-4-2　PBIS（Positive Behavior Interventions and Supports）に関する論文
　PBIS（Positive Behavior Interventions and Supports）に関する論文は4本（21.1%）であった。
PBISとは、行動分析学の教育実践研究に基づく学校・学級規模での予防的生徒指導システムのこと
で、米国で取組まれ成果をあげている。PBISは、学校の環境を整備することで、児童生徒の望まし
い行動を増やすことによって相対的に不適切な行動を減らすアプローチである。近年、我が国でも注
目されるようになり、実践する学校が増えてきている（栗原，2018）。
　池島・松山（2014）は、公立小学校5年生（38名）に対して、総合的な学習の時間を用いて7時間
のPBISプログラムを実施し、友だちのよいところを記入する“HAND IN HAND”の実践を行った。
Q-U（河村，2000）を用いて、事前事後の学級満足度を比較したところ、学級満足度群に大きな向上
が見られた。また、プログラム実施による子供たちの友達に対する意識の変化を調査した「友だちア
ンケート」での結果、学級児童相互の関わりの増加と規範意識の向上が見られた。
　また、池島・松山（2015）は、公立小学校の6年生の1学級（31名）で、特別支援学級に在籍する
児童1名と特別な教育的ニーズのある児童2名に対して、PBISの第2層支援におけるチェックイン・
チェックアウト（Check-in/Check-out）を参考に、スケーリング・クエスチョン（Scaling Question）
技法とトークン・エコノミーシステム（Token Economy System）を統合した介入を行った。その結
果、対象児童の学校適応感と行動変容、仲間からの受容度の向上が見られた。そして、池島・松山
（2016）は、公立小学校5年生の1学級（38名）で、PBISを参考にして合理的配慮にもとづく3つ
の多層支援を導入した。第1次支援では、賞賛ゲームを行い、学級全体のポジティブな行動の増加と
学級全体の相互作用の促進に取り組んだ。第2次支援では、予防的な指導・支援として学級全体に対
してピア・メディエーション（Peer Mediation）に取り組んだ。第1次支援、第2次支援実施後、第



教職大学院における学級経営に関する研究動向

95

3次支援として、チェックイン・チェックアウトを導入した。その結果、PBISにおける多層支援の
有効性が示唆された。
　古市（2015）は、若手教師に対してコンサルテーションを行い、その若手教師が担任する学級で、
スクリーニングを基盤としたPBISを段階的に導入した。学級規模での支援と個別支援では、望ましい
行動の増加と同時に、学力向上の可能性が示された。そして、学年規模での支援では、児童の問題行
動を減少させ学校適応感を高めると共に、学級担任の学校適応への意識を高める可能性が示唆された。

3-5　学級活動に関する論文
　学級活動に関する論文のカテ
ゴリーの下位項目について検討
した結果を表4に示した。最も
多かったのが、話合い活動に関
する論文で6本（35.3％）であっ
た。後藤・脇田（2016）によれば、
今日の学校教育では、特別活動
の教育的意義は理解しながらも、
どのように指導すればよいのか
わからないという理由で、学級
会への取り組みが消極的になっ
ている傾向が見られる。宮橋・
中山・須佐（2018）は、学級会を実施する学校が減っていることから、学級会の実践を取り上げ、学
校教育における学級会に取り組む意義について言及している。伊澤・西山（2015）は、クラス会議の
手法を取り入れた活動は、あたたかな学級風土を醸成する可能性があることを示唆した。伊澤（2016）
は、学級活動の指導の重点化を行い、クラス会議を活用した振り返りの活動を行った。その結果、自
己効力感、学級集団効力感の数値の上昇が見られた。大久保（2017）は、2つの小学校で特別活動や
朝の活動の時間にクラスミーティングを3度にわたって実践した。その結果、児童たちの学級への愛
着や社会的な問題解決能力を高めることができたのではないかと考えるに至った。
　２番目に多かったのは、人間関係づくりに関する論文で3本（17.6%）であった。荒木（2011）は、
3年生（26名）の学級で、共通目標の実現を目指す活動を通して、あたたかな人間関係を育む学級づ
くりの実践研究を行った。その際、個人のがんばりカードや学級全体の目標の達成度をグラフで表
し、視覚的フィードバックを行った。その結果、日常生活の場面においても、学級で話し合って決め
た目標を実現させていく活動を積み重ねることが、互いに信頼し支え合うことができる児童を育てる
のに有効であることが示唆された。その他、豊かなつながりのある学級づくりに関する研究（酒向，
2011）、自分自身を大切にし、他者を思いやることができる学級づくりに関する研究（棚橋，2011）
があった。
　学級目標に関する論文は2本（11.8%）であった。児玉（2012）は、小学校6年生1学級（37名）
を対象に、学級目標と個人目標を関連付け、目標を視覚化すると共に学級目標の達成と自己の成長と
のつながりを意識させる実践を行った。その結果、目標の視覚化とつながりの意識化を図ることに
よって、所属する集団を意識しながら自己実現を図る児童像に近づいたと考察している。岩本（2016）
は、学級目標を活用し、共同体感覚を高める実践を通して、よりよい生活や人間関係を築く子供の育

表４　学級活動に関する論文
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成を目指した実証的研究を行った。事後の質問紙調査の結果、共同体感覚の3要素（所属・信頼感、
貢献感、自己受容）の全ての得点が上昇した。また、学級目標との高い相関も見られた。
　自治的集団づくりに関する論文も2本（11.8％）であった。荒巻・赤坂（2017）は、自治的集団へ
の高まりを促進する教師の指導行為について分析した。その結果、１）教師の指導行動が直接的指導
行動から間接的指導行動へ変容、２）子供たちが問題解決体験をする話し合い活動、３）話し合いで
の決定事項の実施および振り返りの３点を通して、主体性と共同体感覚が高まり自治的集団への成長
が促進される可能性があることを示唆した。本田（2018）は、１）係活動の組織化、２）係活動の計
画と実施、３）係活動の内容への修正を通して、自発的・自治的活動を中心とした学級経営の充実を
目指した取組を行った。
　その他、サークル・タイム（池島・松山・大山，2012）、担任支援（東海林・川島・竹本，2012）、
リーダー育成（瀧，2011）、朝の会での歌唱指導に関する論文（伊吹，2011）が、それぞれ1本（5.9%）
ずつであった。

４.　総合考察：今後の学級経営に関する研究の方向性

　これまで、授業、生徒指導、学級活動の3つ
のカテゴリーに分類された論文をレビューして
きた。3つのカテゴリーに共通していることは、
子供たち一人ひとりの対人関係スキルの向上と
子供たち同士のつながりを重視している点であ
り、そのことによってよりよい学級集団の形成
を目指している点である。阿部（2018）は、１）
人間関係をうまく築けない、２）規範意識が低
く、きまりを守れない、３）集団に適応できず、
自己中心的な行動をとるなどの課題を抱える子
供の存在が、学級集団を育成していくうえでの
課題であると指摘している。今回レビューした
論文も、こうした子供の抱える課題を解決する
ことによって、よりよい学級集団の形成を試み
ていたものが多かった。
　松村・相馬（2017）は、平成29（2017）年に
告示された学習指導要領は、これまでにないほ
ど学級経営の重要性について提起していると述
べ、授業改善が今回の改定の核であり、学びに
向かう学級がその基盤となると指摘している。また、松村・相馬（2017）は、育成すべき資質・能力
の3つの柱の1つとして示されている「学びに向かう力・人間力等」は、情意や態度などにかかわる
もので、一朝一夕に育成できるものではないと述べている。
　その意味で、SEL-8Sの研究は注目に値する。図2は学力向上とSEL-8Sの関係を示したものであ
る。この図によると学力形成の土台となるのは「自己の捉え方」と「他者との関わり方」に関する社
会性である。この土台の上に、「規範意識・行動、学習規律、自尊心」、「基礎基本（読み、書き、算、

図２　学力向上とSEL-8S学習プログラムの関係
（小泉，2011より作成）
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体力）」、「応用力（問題解決能力）」が積み重なっていく。学力形成の土台となるのが、「自己の捉え方」
と「他者との関わり方」すなわち社会性とするならば、よりよい人間関係の形成は、いじめや不登校
の未然の防止に留まらず、学力形成のためにも重要であると言える。
　PBISは、問題が起こってから対処するのではなく、学校環境の改善によって望ましい行動を増や
すことによって、相対的に問題行動を減らすという予防的な取組である。SELもPBISと同様に予防
的な取組である。小泉（2011）は、不登校やいじめ、薬物依存などの問題行動の例をあげながら、問
題行動の主要な原因は、子供たちの社会的能力の低下や欠如であることを指摘し、問題行動を未然に
予防するためには、自らの感情に気づき、行動の原動力になる情動をコントロールすることによって、
日常の様々な事態に対応することができる社会的能力の学習が重要であると述べている。
　栗原（2018）は、PBIS、SEL、ピア・サポート、協同学習を四本の柱としたMLA（マルチレベル
アプローチ）という包括的生徒指導を提唱している。MLAの構造を図3に示した。栗原（2018）に
よると、縦軸となるPBISとSELは、個の成長に焦点を当てた取組で、PBISで望ましい価値観と行動
を理解し、SELでその実行のためのスキルを学ぶ。そして、身に着けた価値観とスキルを活かしなが
ら、学びの場面では協同学習、生活の場面ではピア・サポートに取り組むのである。そうすることに
よって、個の成長と集団の成長が相互に作用しあう状況を作り出すことができると主張している。
　本稿では、授業、生徒指導、学級
活動のカテゴリーに分類した論文を
レビューしてきた。教職大学院にお
けるPBIS、SEL、ピア・サポート、
協同学習等の方法論を用いた学級経
営に関する研究の成果を組み合わせ
れば、栗原（2018）の提唱するMLA
の多様なプログラムの開発が可能で
はないだろうか。そのことによって、
新たな実践の創造が期待できる。今
後も、著者らも学級経営の研究に貢
献できるよう、継続的に実践研究に
取り組んでいきたい。
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